
介護老人保健施設・短期入所療養介護サービス運営規定の概要 

（「重要事項」等） 

サービス提供の開始にあたり、当施設があなたに説明すべき事項は次のとおりです。 

１．事業所の概要 

運営主体 

所在地 

代表者職氏名 

医療法人 本郷会 

〒869-3601 熊本県上天草市大矢野町登立8607番地 

理事長 毛利公一郎 

事業所名 

所在地 

介護保険事業所番号 

老人保健施設ほんごう苑 

〒869-3601 熊本県上天草市大矢野町登立8607番地 

平成12年4月1日 熊本県4353280060号 

管理者及び連絡先 管理者（施設長） 猿渡知典 
TEL：0964-56-5110 

FAX：0964-56-5118 

 

２．運営主体があわせて実施する事業 

事業の種類 事業所名 

短期入所療養介護 ほんごう苑短期入所施設 

通所リハビリテーション ほんごう苑デイケアサービスセンター 

居宅介護支援 ほんごう苑指定居宅介護支援事業所 

 

３．施設の概要等 

開設年月日 平成9年3月1日 

定員 60床（うち20床は認知症専門棟） 通所リハビリテーション40人 

居室 2床室 26室（うち認知症専門棟9室） 

個 室  8室（うち認知所専門棟2室） 

 

４．事業所の職員体制等 

職種 業務 人員 

施設長 施設の運営管理に関すること。 1名 

医師 医学的管理に関すること。 1名 

介護支援専門員 ケアプランの作成管理に関すること。 1名以上 

看護師 看護業務に関すること。 6名以上 

介護福祉士・介護職員 介護業務に関すること。 14名以上 

支援相談員 相談援助業務に関すること。 2名以上 

理学療法士・作業療法

士・言語聴覚士 

リハビリテーションに関すること。 1名以上 

管理栄養士・栄養士 栄養管理・指導に関すること。 1名以上 

薬剤師 服薬管理に関すること。 1名以上（非常勤） 
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調理師・調理員 食事調理に関すること。 4名以上 

事務員 各種事務処理に関すること。 2名以上 

 

５．事業所の理念等 

施設の目的 この施設は、要介護状態と認定された利用者（以下単に「利用者」という。）

に対し、介護保険法令の趣旨に従って、利用者がその有する能力に応じ可

能な限り自立した日常生活を営むことができるようにするとともに、利用者の

居宅における生活への復帰を目指した介護保健施設サービスを提供するこ

とを目的とします。 

施設の運営

方針 

①当施設では、利用者の有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことが

できるよう、施設サービス計画に基づいて、医学的管理の下におけるリハビ

リテーション、看護、介護その他日常的に必要とされる医療並びに日常生活

上の世話を行い、居宅における生活への復帰を目指す。 

②当施設では、利用者の意思や人格を尊重し、自傷他害の恐れがある等緊

急やむを得ない場合以外、原則として利用者に対し身体拘束を行なわない。 

③当施設では、地域の中核施設となるべく、居宅介護支援事業者、その他

保健医療福祉サービス提供者及び関係市区町村と綿密な連携を図り、利用

者が地域において統合的サービス提供を受けることができるよう努める。 

④当施設では、明るく家庭的雰囲気を重視し、利用者が「にこやか」で「個性

豊かに」過ごすことができるようサービス提供に努める。 

⑤サービス提供にあたっては、懇切丁寧を旨とし、入所者又はその家族に対

して療養上必要な事項について、理解しやすいように指導又は説明を行うと

ともに利用者の同意を得て実施するよう努める。 

⑥利用者の個人情報の保護は、個人情報保護法に基づく厚生労働省のガ

イドラインに則り、当施設が得た利用者の個人情報については、当施設での

介護サービスの提供にかかる以外の利用は原則的に行わないものとし、外

部への情報提供については、必要に応じて利用者またはその代理人の了解

を得ることとする。 

 

６．窓口営業時間 

営業時間 休日 

8：30～17：30 年中無休 

 

７．サービス利用料及び利用者負担 

（１）別紙利用料金説明書のとおりです。 

（２）利用料金のお支払い方法  料金・費用は、月末締切で、翌月中旬（毎月１０日前後）

までに請求書を送付しますので、翌月末日までに下記の方法でお支払いください。 

ア 窓口での現金支払い（１階事務室） 

イ 下記指定口座への振込み 
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  天草信用金庫 大矢野支店 普通預金 0118473 

       医療法人 本郷会 

           理事長 毛利公一郎 

 

８．非常災害対策 

非常時の対応 別途定める「防災マニュアル」等にのっとり、対応を行います 

平常時の訓練 年２回夜間・昼間を想定した避難訓練を実施します。 

防災設備 設備名称 設置の有

無 

設備名称 設置の有

無 

スプリンクラー あり 防火扉・シャッター あり 

避難階段 ２ヶ所 屋内消火栓 あり 

自動火災報知機 あり 非常通報装置 あり 

誘導灯 あり 救助袋・スロープ あり 

ガス漏れ報知機 あり 非常用電源 あり 

カーテン・布団等は難燃・防煙性能のあるものを使用しています。 

 

９．事故発生時の対応 

利用者に対するサービスの提供にあたって事故が発生した場合は、速やかに利用者のご

家族や後見人等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。また、当該保険者及び関

係機関への連絡を行います。 

※協力医療機関 

 

１０．ご利用の際の留意事項 

来訪・面会 ・面会時間は原則午前8：30～午後6：00 ですが感染症流行中などは

異なりますのでお問い合わせください。 

・来訪の際は、各階の面会者名簿の記入をお願いします。 

・入所利用者への差入れは、必ず職員に声をおかけ下さい。 

外出・外泊 ・外出、外泊される際は、前日までに職員にお知らせ下さい。 

・外泊は、1月あたり７泊８日までとなります。 

医療機関への

受診 

・入所利用中に他の医療機関を受診する必要がある際は、必ず当施

設の医師・看護師・支援相談員にご相談下さい。 

・ご家族で送迎できない方に限り施設で送迎いたします。 

喫煙・飲酒 ・指定の喫煙所以外は全館禁煙とさせていただきます。 

・利用者で晩酌をご希望の方は職員までお申し出下さい。 

所持品、現金の

管理 

・高価、高額な金品の持ち込みはご遠慮下さい。 

・原則として、現金は利用者各自で管理をお願いしております。事情

医療機関の名称 所在地 診療科目 

済生会みすみ病院 熊本県宇城市三角町大字波多775－1 外科・内科・呼吸器科・等 

いさみ歯科医院 熊本県上天草市大矢野町中779-1 歯科 
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によりご相談にも応じますので事務室までご相談下さい。 

居室・設備・機

器の利用 

・施設内の設備等は、本来の用法に従ってご利用下さい。使用法等

が不明の際は職員がご説明いたします。なお、これに反した利用また

は故意による破損等が生じた場合は賠償していただくことがありま

す。 

 

１１．相談窓口、苦情対応 

サービスに関する相談や苦情については、次の窓口で対応いたします。 

当事業所の相談窓口 所在地  熊本県上天草市大矢野町登立 8607 番地 

電話番号 0964－56－5110 FAX 0964－56－5118 

受付窓口 事務室    担当者：介護支援専門員 

受付時間 午前8時30分～午後5時30分 

上天草市健康福祉部 

高齢者ふれあい課 

所在地  熊本県上天草市松島町合津 1514 番地 

電話番号 0969－56－1111 FAX 0964－56－4972 

受付時間 午前8時30分～午後5時15分 

熊本県国民健康保険 

団体連合会 

所在地  熊本市健軍 2 丁目 10 号 

電話番号 096－214－1101 FAX096－214－1105 

受付時間 午前8時30分～午後5時15分 

 

１２．個人情報の使用について 

利用者のためのサービス計画に沿って、円滑にサービスを提供するために実施される

サービス担当者会議、介護支援専門員と事業者との連絡調整、並びに医療機関の受診

等において、個人情報の使用を必要とする場合があります。詳細は、別紙「個人情報の

利用目的」をご参照ください。 

 

１３．身体的拘束について 

医療法人本郷会が運営する介護老人保健施設サービスは、利用者または他の利用

者等の生命または身体を保護するため、緊急やむを得ない場合を除き、利用者に対し

身体的拘束その他の方法により行動を制限しません。当施設の「身体拘束適正化委員

会」において例外規定に該当すると判断した場合には、別紙により、利用者または利用

者の代理人（ご家族や後見人等）の同意を得るものとします。 

 

１４．事故発生防止について 

当事業所は、安全かつ適切に、質の高い介護・医療サービスを提供するために、事故

防止マニュアルを作成し、介護・医療事故を防止するための体制を整備します。 

 

１５．感染症・食中毒防止について 

当事業所は、感染症が発生し又はまん延しないように、感染症及び食中毒の防止マ

ニュアルを作成し、その防止のための体制を整備します。 
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１６．褥瘡対策について 

当事業所は、利用者に対し良質なサービスを提供する取り組みのひとつとして、褥瘡

が発生しないような適切な介護に努めるとともに、褥瘡防止マニュアルを作成し、その発

生を防止するための体制を整備します。 

 

１７．虐待防止について 

当施設は、利用者の人権の擁護、虐待の発生又はその再発を防止するため、虐待防止の

ための対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果について従業者に周

知徹底します 

 

１８．業務継続計画の策定等について 

当施設は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する介護老人保健施設サー

ビスの提供を継続的に実施するため、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための

計画（以下「業務継続計画」という。）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じ

ます。 

 

 


